
　

２
０
１
２
年
の
ロ
シ
ア
大
統
領
選
ま
で

１
年
半
と
な
り
、
同
国
は
政
治
の
季
節
を

迎
え
つ
つ
あ
る
。最
大
の
焦
点
は
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
が
２
期
目
に
入
る
の
か
、

プ
ー
チ
ン
首
相
が
双
頭
体
制
を
解
消
し
て

大
統
領
に
復
帰
す
る
か
だ
。
ロ
シ
ア
の
メ

デ
ィ
ア
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
測
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
が
、
最
高
実
力
者
と
し
て
君
臨
す

る
プ
ー
チ
ン
氏
の
思
惑
が
カ
ギ
を
握
っ
て

い
る
。

◇
暗
闘
は
な
し

　

プ
ー
チ
ン
首
相
は
９
月
初
め
、
黒
海
沿

岸
の
保
養
地
ソ
チ
で
日
米
欧
な
ど
の
ロ
シ

ア
専
門
家
会
合
を
開
い
た
。
次
期
大
統
領

選
に
出
馬
す
る
か
と
質
問
さ
れ
た
首
相
は

「
そ
れ
に
つ
い
て
話
す
の
は
時
期
尚
早
」
と

断
っ
た
上
で
、「
米
国
で
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
は
４
選
さ
れ
た
。
そ
れ
は
憲
法
違
反

で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
わ
た
し
も
メ
ド

ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
も
憲
法
に
反
す
る
こ

と
は
し
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
憲
法
は
大
統
領
の
連
続
３
選
を

禁
止
し
て
い
る
が
、
プ
ー
チ
ン
氏
が
１
期

お
い
て
次
の
大
統
領
選
に
出
馬
す
る
こ
と

は
可
能
だ
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
元
大
統
領

の
４
選
へ
の
言
及
は
「
プ
ー
チ
ン
氏
は
大

統
領
選
出
馬
の
可
能
性
を
留
保
し
た
」（
政

治
評
論
家
の
マ
カ
ル
キ
ン
氏
）
と
受
け
止

め
ら
れ
、
大
統
領
再
登
板
説
が
改
め
て
浮

上
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
も
９

月
、ヤ
ロ
ス
ラ
ブ
リ
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
。
持
論
の
経
済
近
代
化
の
必
要
性
を
強

調
し
、「
近
代
化
に
代
わ
る
選
択
肢
は
な

い
。
経
済
構
造
を
転
換
し
な
け
れ
ば
、
ロ

シ
ア
に
未
来
は
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

チ
マ
コ
ワ
大
統
領
報
道
官
は
国
営
テ
レ

ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
近
代
化
の
課
題
を

達
成
す
る
に
は
２
、
３
年
が
必
要
で
、
任

期
の
枠
を
超
え
る
」
と
述
べ
、
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
が
２
期
目
を
務
め
る
必
要

が
あ
る
と
の
考
え
を
表
明
し
た
。

時
事
通
信
社
・
モ
ス
ク
ワ
支
局
長

奥
山 

昌
志

  
ワ
ー
ル
ド
・レ
ポ
ー
ト 

〜
特
派
員
の
眼
〜  

①

カ
ギ
を
握
る
の
は
プ
ー
チ
ン

＝
２
０
１
２
年
の
ロ
シ
ア
大
統
領
選
＝
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次
期
大
統
領
選
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
の

観
測
は
、
現
時
点
で
プ
ー
チ
ン
首
相
の
大

統
領
再
登
板
と
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領

再
選
の
二
つ
に
収
れ
ん
し
つ
つ
あ
る
。
一

見
、
両
者
が
次
期
大
統
領
の
座
を
め
ぐ
り

暗
闘
を
繰
り
広
げ
て
い
る
よ
う
に
映
る
が
、

実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
プ
ー
チ
ン
氏
は

大
統
領
よ
り
格
下
の
首
相
ポ
ス
ト
に
あ
り

な
が
ら
、
密
室
で
行
わ
れ
る
ロ
シ
ア
指
導

部
の
意
思
決
定
を
が
っ
ち
り
掌
握
し
て
お

り
、
ロ
シ
ア
の
最
高
実
力
者
と
し
て
君
臨

し
て
い
る
か
ら
だ
。

◇
首
相
の
権
力
の
源
泉

　

プ
ー
チ
ン
首
相
の
権
力
の
源
泉
は
、
自

ら
の
側
近
を
大
統
領
府
と
政
府
の
要
所
に

配
し
て
い
る
こ
と
だ
。
セ
チ
ン
副
首
相
、ナ

ル
イ
シ
キ
ン
大
統
領
府
長
官
、パ
ト
ル
シ
ェ

フ
安
全
保
障
会
議
書
記
ら
は
首
相
と
同
じ

旧
国
家
保
安
委
員
会（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
出
身
で
、

プ
ー
チ
ン
首
相
の
側
近
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る

石
油
・
天
然
ガ
ス
分
野
で
も
、
国
営
天
然

ガ
ス
独
占
企
業
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ミ
レ
ル
社

長
は
プ
ー
チ
ン
首
相
の
子
飼
い
で
あ
り
、

国
営
石
油
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
会
長
は
セ

チ
ン
副
首
相
が
兼
任
し
て
い
る
。

　

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ロ
シ
ア
の
伝
統
的
な
市

場
で
あ
る
欧
州
重
視
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
は
中

国
重
視
で
両
社
は
主
導
権
争
い
を
演
じ
て

い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
プ
ー
チ
ン
首
相
の

「
ダ
ー
チ
ャ
（
別
荘
）
仲
間
」
と
言
わ
れ
る

コ
バ
ル
チ
ュ
ク
・
ロ
シ
ア
銀
行
会
長
と
石
油

ト
レ
ー
ダ
ー
の
テ
ィ
ム
チ
ェ
ン
コ
氏
が
第

３
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
が
、首
相

は
こ
れ
ら
３
グ
ル
ー
プ
の
勢
力
均
衡
を
図

る
こ
と
で
全
体
を
統
制
下
に
置
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
首
相
に
は
国
民
か

ら
の
強
い
支
持
が
あ
る
。
ソ
連
崩
壊
後
の

１
９
９
０
年
代
の
混
乱
を
強
権
的
手
法
で

収
拾
し
た
プ
ー
チ
ン
氏
は
国
民
の
目
に
は

「
安
定
の
象
徴
」
と
映
っ
て
い
る
。
年
金
増

額
や
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
、
社
会
民
主
主

義
的
な
分
配
政
策
も
プ
ー
チ
ン
政
治
の
特

徴
の
一
つ
で
、国
民
が
全
体
と
し
て
貧
し
さ

か
ら
抜
け
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
。

◇
プ
ー
チ
ン
路
線
に
限
界
も

　

し
か
し
、
米
国
発
の
金
融
危
機
を
境
に

原
油
相
場
が
暴
落
し
、
プ
ー
チ
ン
流
の
エ
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ネ
ル
ギ
ー
大
国
路
線
は
限
界
に
突
き
当

た
っ
た
。
政
府
予
算
は
今
年
か
ら
赤
字
に

転
落
、
石
油
収
入
を
積
み
立
て
た
準
備
基

金
も
予
算
の
穴
埋
め
に
使
わ
れ
、
来
年
か

再
来
年
に
は
早
く
も
底
を
突
く
見
通
し
だ
。

原
油
価
格
は
現
在
、
１
バ
レ
ル
当
た
り
70

ド
ル
台
に
戻
り
、ロ
シ
ア
政
府
は
一
息
つ
い

て
い
る
が
、ク
レ
ム
リ
ン
に
近
い
シ
ン
ク
タ

ン
ク
、現
代
発
展
研
究
所
の
ゴ
ン
ト
マ
ッ
ヘ

ル
氏
は
同
１
０
０
ド
ル
を
超
え
な
い
と
赤

字
財
政
を
解
消
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い

る
。

　

ロ
シ
ア
の
平
均
賃
金
は
月
額
２
万
ル
ー

ブ
ル
（
６
万
円
弱
）
で
、欧
米
の
基
準
で
は

依
然
と
し
て
国
民
の
４
割
が
貧
困
層
に
当

た
る
。こ
の
う
ち
約
半
分
を
低
賃
金
労
働
者

の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
が
占
め
て
い
る
。
衣

食
住
は
何
と
か
賄
え
る
が
、耐
久
消
費
財
の

買
い
替
え
に
は
困
難
を
感
じ
る
階
層
だ
。

　

原
油
価
格
が
高
騰
を
続
け
た
プ
ー
チ
ン

氏
の
大
統
領
時
代
を
通
じ
て
国
家
公
務
員

は
増
加
し
続
け
、
１
９
９
９
年
の
１
１
３

万
人
か
ら
２
０
０
９
年
に
は
１
６
７
万
人

に
な
っ
た
が
、
ク
ド
リ
ン
副
首
相
兼
財
務

相
は
最
近
、
国
家
公
務
員
の
２
割
削
減
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
ロ
シ
ア
が
豊
か
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
新
た
な
経
済
発

展
戦
略
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

◇
近
代
化
な
お
浸
透
せ
ず

　

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
「
金
融
危

機
で
ロ
シ
ア
は
予
想
を
超
え
る
打
撃
を
受

け
た
。
石
油
・
天
然
ガ
ス
資
源
に
依
存
す

べ
き
で
は
な
く
、
技
術
革
新
と
近
代
化
が

必
要
だ
」
と
述
べ
、
近
代
化
路
線
を
掲
げ

た
。

　

昨
年
９
月
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
、「
進
め
、
ロ
シ
ア
」
と
題
す
る
論
文
を

発
表
し
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
生
産
性
は

恥
ず
か
し
い
ほ
ど
低
い
」「
資
源
頼
り
の
原

始
的
経
済
」「
国
民
病
と
し
て
の
汚
職
」「
脆

弱
な
民
主
主
義
」
な
ど
と
ロ
シ
ア
の
現
状

を
厳
し
く
批
判
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
１
年
を
経
て
、
近

代
化
路
線
は
ま
だ
国
民
の
支
持
を
得
た
と

は
言
え
な
い
状
況
だ
。
大
統
領
の
ブ
レ
ー

ン
と
さ
れ
る
現
代
発
展
研
究
所
の
ユ
ル
ゲ

ン
ス
所
長
は
最
近
の
記
者
会
見
で
、「
近
代

化
を
支
持
し
て
い
る
の
は
国
民
の
７
％
か

ら
最
大
で
20
％
」
と
述
べ
、
国
民
に
浸
透

し
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　

官
僚
機
構
、
新
興
財
閥
も
近
代
化
路
線

へ
の
抵
抗
勢
力
で
、メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統

領
は
「
官
僚
機
構
は
近
代
化
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
い
ず
れ
過
ぎ
去
る
と
思
っ
て
い
る
。企

業
も
近
代
化
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
な

い
」
と
批
判
し
た
。

　

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
政
権
は
、
近
代
化
路

線
の
大
枠
と
し
て
、
①
欧
米
と
の
関
係
改

善
に
よ
っ
て
投
資
や
技
術
移
転
を
呼
び
込
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む 
②
強
権
的
手
法
に
よ
る
近
代
化
路
線

は
取
ら
な
い—

—

と
い
う
方
向
性
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
ま
だ
具
体
的
政
策
に
は

結
実
し
て
い
な
い
。
唯
一
、モ
ス
ク
ワ
郊
外

に
ロ
シ
ア
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
な
る
先

端
技
術
集
積
都
市
を
建
設
す
る
計
画
が
進

ん
で
い
る
が
、
先
端
技
術
開
発
よ
り
国
内

の
老
朽
化
し
た
生
産
設
備
の
更
新
が
先
決

問
題
と
の
批
判
は
根
強
い
。

◇
言
質
与
え
な
い
首
相

　

ロ
シ
ア
の
「
２
０
１
２
年
問
題
」
を
占

う
カ
ギ
は
、
プ
ー
チ
ン
首
相
が
最
高
実
力

者
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
事
実
だ
。
そ
れ

と
と
も
に
、プ
ー
チ
ン
流
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

国
路
線
は
限
界
に
直
面
し
て
い
る
も
の
の
、

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
打
ち
出
し
た

近
代
化
路
線
は
具
体
化
途
上
に
あ
り
、
国

民
の
支
持
を
獲
得
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
こ
と
も
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

プ
ー
チ
ン
首
相
が
権
力
維
持
に
自
信
を

持
っ
て
い
る
な
ら
、メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統

領
に
２
期
目
を
や
ら
せ
て
、
自
ら
は
首
相

に
と
ど
ま
る
選
択
肢
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
権
力
維
持
に
不
安
を
感
じ
た
場

合
は
大
統
領
に
復
帰
す
る
か
、
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
氏
に
代
わ
る
第
３
の
人
物
を
大
統

領
に
起
用
す
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
プ
ー
チ
ン
首
相
の
考
え
一
つ
で
次
期
政

権
の
形
が
決
ま
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ク
レ
ム
リ
ン
に
近
い
政
治
評
論
家
の
パ

ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
氏
は「
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大

統
領
が
打
ち
出
し
た
近
代
化
路
線
に
表

立
っ
て
反
対
を
唱
え
る
者
は
い
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
は
大
統
領
に
と
っ
て
大
き
な
成

果
だ
。２
０
１
２
年
以
降
も
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ

フ
大
統
領
と
プ
ー
チ
ン
首
相
と
い
う
現
状

維
持
の
組
み
合
わ
せ
に
な
る
可
能
性
が
大

き
い
」
と
指
摘
す
る
。

　

だ
が
、
プ
ー
チ
ン
首
相
自
身
は
昨
年
９

月
の
段
階
で
、「
３
年
後
の
政
治
状
況
に

よ
っ
て
、わ
た
し
と
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統

領
の
ど
ち
ら
が
立
候
補
す
る
か
を
決
め

る
」
と
述
べ
て
お
り
、一
切
の
言
質
を
与
え

て
い
な
い
。
恐
ら
く
プ
ー
チ
ン
首
相
は
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
意
向
を
明
か
さ
ず
、
ロ
シ
ア

政
界
が
首
相
の
一
挙
手
一
投
足
を
息
を
潜

め
て
見
守
る
状
況
が
続
く
だ
ろ
う
。

（
お
く
や
ま 

ま
さ
し
）
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